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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成23年8月4日(2011.8.4)

【公開番号】特開2010-92958(P2010-92958A)
【公開日】平成22年4月22日(2010.4.22)
【年通号数】公開・登録公報2010-016
【出願番号】特願2008-259339(P2008-259339)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  31/042    (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ   7/02     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  31/04    　　　Ｒ
   Ｂ３２Ｂ   7/02    １０３　
   Ｂ３２Ｂ   7/02    １０４　
   Ｂ３２Ｂ  27/30    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成23年6月20日(2011.6.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
耐加水分解性を有するプラスチックフィルムからなるＢ層と、Ｂ層に隣接し、表面抵抗値
が１×１０7～１×１０１2であり、かつ３５０～３６０ｎｍ波長の平均透過率が５％以下
であるＡ層とを有する太陽電池モジュール用裏面保護シート用フィルム。
【請求項２】
上記Ａ層がアクリル樹脂と導電成分を含む請求項１に記載の太陽電池モジュール用裏面保
護シート用フィルム。
【請求項３】
上記導電成分が酸化亜鉛である請求項２に記載の太陽電池モジュール用裏面保護シート用
フィルム。
【請求項４】
促進耐候性試験機で上記Ａ層側から紫外線強度１００ｍＷ／ｃｍ２、４８時間の紫外線照
射前後での表色系ｂの差が１０以下である請求項１～３のいずれかに記載の太陽電池モジ
ュール用裏面保護シート用フィルム。
【請求項５】
加速寿命試験装置で１２０℃、１００％ＲＨ、１２時間保管後の表面抵抗値が、１×１０
１2以下であり、かつ３５０～３６０ｎｍ波長の平均透過率が５％以下であるＡ層を有す
る請求項１～４のいずれかに記載の太陽電池モジュール用裏面保護シート用フィルム。
【請求項６】
少なくとも太陽光反射能を有するＣ層と接着能を有するＤ層とを有し、上記Ａ層が屋外暴
露面である請求項１～５のいずれかに記載の太陽電池モジュール用裏面保護シート。
【請求項７】
全厚みが１７０～２５５μｍであり、部分放電電圧が１０００Ｖ以上である請求項６記載
の太陽電池モジュール用裏面保護シート。
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【請求項８】
上記Ｄ層がポリエチレンフィルムである請求項６～７のいずれかに記載の太陽電池モジュ
ール用裏面保護シート。
【請求項９】
上記Ｃ層が白色ポリエステルフィルムである請求項６～８のいずれかに記載の太陽電池モ
ジュール用裏面保護シート。
【請求項１０】
上記Ｄ層がポリエチレンフィルムであり、上記Ｃ層が白色ポリエステルフィルムである太
陽電池モジュール用裏面保護シートであって、該ポリエチレンフィルムの非ラミネート面
の表面にコロナ処理を施していない事を特徴とする請求項６または７記載の太陽電池モジ
ュール用裏面保護シート。
【請求項１１】
請求項１～１０記載の太陽電池モジュール用裏面保護シートを使用した太陽電池モジュー
ル
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明はかかる課題を解決するために次のような手段を採用するものである。
（１）耐加水分解性を有するプラスチックフィルムからなるＢ層と、Ｂ層に隣接し、表面
抵抗値が１×１０7～１×１０１2であり、かつ３５０～３６０ｎｍ波長の平均透過率が５
％以下であるＡ層とを有する太陽電池モジュール用裏面保護シート用フィルム。
（２）上記Ａ層がアクリル樹脂と導電成分を含む（１）に記載の太陽電池モジュール用裏
面保護シート用フィルム。
（３）上記導電成分が酸化亜鉛である（２）に記載の太陽電池モジュール用裏面保護シー
ト用フィルム。
（４）促進耐候性試験機で上記Ａ層側から紫外線強度１００ｍＷ／ｃｍ２、４８時間の紫
外線照射前後での表色系ｂの差が１０以下である（１）～（３）のいずれかに記載の太陽
電池モジュール用裏面保護シート用フィルム。
（５）加速寿命試験装置で１２０℃、１００％ＲＨ、１２時間保管後の表面抵抗値が、１
×１０１2以下であり、かつ３５０～３６０ｎｍ波長の平均透過率が５％以下であるＡ層
を有する（１）～（４）のいずれかに記載の太陽電池モジュール用裏面保護シート用フィ
ルム。
（６）少なくとも太陽光反射能を有するＣ層と接着能を有するＤ層とを有し、上記Ａ層が
屋外暴露面である（１）～（５）のいずれかに記載の太陽電池モジュール用裏面保護シー
ト。
（７）全厚みが１７０～２５５μｍであり、部分放電電圧が１０００Ｖ以上である（６）
記載の太陽電池モジュール用裏面保護シート。
（８）上記Ｄ層がポリエチレンフィルムである（６）～（７）のいずれかに記載の太陽電
池モジュール用裏面保護シート。
（９）上記Ｃ層が白色ポリエステルフィルムである（６）～（８）のいずれかに記載の太
陽電池モジュール用裏面保護シート。
（１０）上記Ｄ層がポリエチレンフィルムであり、上記Ｃ層が白色ポリエステルフィルム
である太陽電池モジュール用裏面保護シートであって、該ポリエチレンフィルムの非ラミ
ネート面の表面にコロナ処理を施していない事を特徴とする（６）または（７）記載の太
陽電池モジュール用裏面保護シート。
（１１）（１）～（１０）記載の太陽電池モジュール用裏面保護シートを使用した太陽電
池モジュール。
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